
  

会議の内容 

 

1 会 議 名 第３回習志野市バリアフリー基本構想策定協議会  

2 開 催 日 時 平成 25 年 12 月 17 日（火）午前 10 時 00 分～午前 12 時 00 分 

3 開 催 場 所  消防庁舎５階講堂 

4 

 

議 題 

 

及  び 

 

会 議 の 概 要 

 

 

◎議  題  

１．開会 

２．議事 

（１）第 2回協議会の課題事項への対応 

（２）バリアフリーまち歩き点検ワークショップの結果報告 

（３）バリアフリー化に向けた取り組み事業について 

（４）ソフト施策（心のバリアフリー）に関する事項の検討  

（５）スパイラルアップについての検討 

３．その他 

４．閉会 

 

 

【委員からの主な質問・意見】 
 
議事 1：第 2回協議会の課題事項への対応  

要望： 資料 6 ページ基本理念の修正案については、ソフトになりすぎた

印象がある為、バリアフリーの観点へもう少し焦点を充てた修正が

望ましい。また、「健やかなくらしができる」を「健やかにくらせる」

に変更するなどの文章表現を含めて、事務局には再度基本構想の修

正を検討して頂きたい。 

 

まとめ：資料 7 ページ JR 新習志野駅北側の国道 357 号は、歩道橋の階段

下のエレベーターに向かう経路の一部において歩道が幅員を 2m 以

上確保することが難しいことから準生活関連経路として指定するこ

とについて、了承を得た。 

 

 

議事 2：バリアフリーまち歩き点検ワークショップの結果報告  

バリアフリーまち歩き点検ワークショップの結果について報告を行った。 

（報告に対する質疑・意見無し） 

 

 

議事 3：バリアフリー化に向けた取り組み事業について  

まとめ：基本構想に記載する特定事業計画の内容について、事務局から事

業（案）を示したものを提示した。今後各事業者が取組む内容を検

討し、その結果を基本構想（案）へと反映する。 
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議 題 

 

及  び 

 

会 議 の 概 要 

 

 
議事 4：ソフト施策（心のバリアフリー）に関する事項の検討  

質問： 資料 37ページ「障がい者とボランティアの自主活動の育成」とは

どのようなイメージか。 

回答： 現在ボランティアサークルが行っている障がい者と一緒に外出す

る活動等の推進を想定している。 

 

要望： 社会福祉協議会のホームページをリニューアルしたが、まだ認知

度が低い状況である。今後も市役所と連携をとりながら情報の発信

をしたい。 

 

質問：資料 37 ページ「就労支援」に関しては具体的なイメージはあるか。

今回の議論の範ちゅうを超えている印象がある。 

回答：就労支援は就労に伴い外出の機会が増えるということを想定し、

「移動の円滑（出かけやすさ・外出のしやすさ）」という考えの元、

障がい者の外出の際の移動支援の視点の一つとして掲げたもの。 

障がい者の就労は市役所でも取り組んでおり、今後も就労支援の

拡充に努力していくことや、「ならたく」などの情報誌の発行の支援

などを行っていくことを考えている。 

 

要望：資料 38 ページ「②バリアフリー・ユニバーサルデザイン※1の普及」

については、もう一歩踏み込んだ情報発信を考えて欲しい。（例：

障がい対応別の情報提供の仕組みや社会参加を促すような情報提

供の充実） 
※1 ユニバーサルデザイン 

障がいの有無、年齢、性別、人種等に関わらず、多様な人が利用しやすいよ
う製品や建物、生活空間を設計する考え方。 

 
要望：公共交通事業者の方には、台風などの非日常時においてパニックに

なってしまうような自閉症の方が公共交通機関を利用しているとい
うことを職場等で周知していただきたい。 

 
意見：就労支援については、例えば発達障がいの就労者の移動をデマンド

交通※2で担うなどの事例がある。地域と人をどのように繋いでいけ

るかという発想を盛り込めれば、なお良いと思う。 
※2 デマンド交通 

事前予約により、自宅や外出先まで車が迎えに来てくれて、地域内の行きた
いところまで運んでくれる公共交通の形態の一つ。 
目的地に直行する通常のタクシーとは異なり、他の人も乗り合って目的地に

送迎するサービスのため、タクシーのような希望時間の乗車が必ずしも可能で

はなく、すぐに目的地までいけないこともある。 

 

要望：鉄道駅舎内などで白杖を持って、介助者と一緒に歩いている人でも

障がい者手帳を見せなければならないことは、改善できないか。 

⇒鉄道事業者には、このような意見が協議会であがったということ

を持ち帰り、現場に周知してほしい 

 

まとめ：次回協議会に向け、今回の会議で出た意見を踏まえて、内容の具

体化を図る。 

全市的なソフト施策の取組を集約している地域福祉計画（現在策

定中）との整合を図る。 
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議事 5：スパイラルアップについての検討  

要望：庁内検討会・作業部会により、情報開示する仕組みを構築すると記

載されているが、ＰＤＣＡ（計画・実行・評価・改善）のどこにど

のように市民や当事者団体の意見が反映されていくのかをもう少し

盛り込んでいただきたい。 

 

 

次回は 3月 18 日に開催予定 
 
  
 

 

5 傍聴者 0 名 

6 問い合わせ 
所管課名：都市整備部 都市計画課 

電話番号：047(451)1151 内線 383 

 


